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第8回仙台国際音楽コンクール 【開催日程】ヴァイオリン部門 2022.5.21（土）～6.5（日） ピアノ部門 2022.6.11（土）～2022.6．26（日）

第8回仙台国際音楽コンクール・ピアノ部門レポート
予選 第3日 2022年６月13日（月）

庄司 美知子（ピアニスト・仙台国際音楽コンクール企画推進委員）

コンクール予選３日目は８名の演奏を聴きました。2日間の演奏を聴いていくうちに、予選に於いての35分
から40分のリサイタルのプログラムの構成の仕方の難しさを感じるようになりました。更に、指定の作曲家の
曲を入れ、バランスの良いプログラムを作るのもコンクールに挑戦するためのスタートの大きな課題のひとつ
と強く感じました。若いキャリアをスタートさせる前のコンテスタントにとっては、この後コンチェルトの演
奏が3曲も控えていることもあり、予選のリサイタルプログラムは手の内に入っているもの、得意な曲を選ぶ
のは当然となってきます。さて、多くのコンテスタントは近現代曲に重きを置いているように感じました。プ
ログラムの構成の仕方は、これから仕事として演奏活動をしていく中で、日ごろから多角的に考えることも大
事なことと思います。そしてもうひとつ私が感じたのは、ピアノの音量の設定です。日立システムズホール仙
台コンサートホールは響きの多いホールです。また、短い時間で選定しなければならないピアノをどう鳴らす
か（慣らすか）、客観的に自分の演奏をとらえる必要もあるように感じました。舞台の上で聞こえる音と、客
席で聞こえる音がどうあるのか、考えなければなりません。今回も自分以外の人の演奏を聴いてみたコンテス
タントは、「えっ、会場ではこんな風に音が聞こえるの？」と驚いていました。練習に追われる気持ちはよく
わかりますが、人の演奏を聴くことで気が付くこともあるかと思います。特に初めての会場ではなおのこと。
客観的に自分を見つめる時間は楽譜をよく読むことと同じように大切なことと考えます。これはコンクールに
限らず音楽に携わろうと思っていらっしゃる若い方々、そして指導者にもとても重要なことと思います。自分
だけで音楽を解決するのではなく、できるだけ多くの人の演奏にも耳を傾け、ひとりよがりの演奏にならない
よう、心は燃えても冷静に自分を見失うことなく演奏することは大切なことだと思います。

6月13日（月）18：30 予選の結果が発表されました。438名の中から選ばれた12名のコンテスタントはセ
ミファイナルではいよいよオーケストラとの共演により協奏曲を演奏します。ベートーヴェンの協奏曲第1番
を3名。第2番を2名。モーツアルトの協奏曲K450を３名。Ｋ453名を１名。Ｋ456を１名。Ｋ459を２名。とい
う選曲となります。今回の課題であるモーツァルトのＫ450からＫ459の協奏曲は全て1784年に作曲されてい
るのも興味深いものがあります。
古典派の協奏曲のオーケストラとの共演は予選までに弾いた曲とはまた違う難しさがあります。どうぞ皆様

楽しんで演奏ができますように！ 仙台フィルの皆様はセミファイナルだけでも12回の演奏となります。しか
も、課題曲7曲から6曲が選曲されており、ご苦労はいかばかりかと思います。コンクールという特別な場では
ありますが、音楽として、楽しい「協演」となりますようにお祈りしたいと思います。

ヴァイオリン部門入賞者のロシアの方が言葉少なに語っていた「今自分がここにいられることがまだ信じら
れない。音楽ができること、沢山の方に支えられていることに感謝しかありません。」という言葉が忘れられ
ません。今回のこのコンクールの参加者は皆、同じ想いで音楽に浸れる幸せを感じていることでしょう。惜し
くもセミファイナルに進めなかった方々も、またどこかでお会いできる素敵な時間のために益々のご健闘を
祈っております。3日間、拙文にお付き合いいただきありがとうございました。

（おわり）

♪コンクールの演奏をYouTubeでお楽しみいただけます。
第8回仙台国際音楽コンクールでは、両部門の予選から表彰式、ガラコンサー
トまでのライヴ配信を４K60pで行っています。また演奏日の翌日から9月30
日（金）まで期間限定でオンデマンド配信も行いますので、ぜひご視聴ください。
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